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梟でつなぐまちづくり…5番目の梟像が自由学園明日館に 
 
今週末 29 日（土）、重要文化財・自由学園明日館（西池袋 2－31）で、梟をシンボルとするまちづくり

を進める住民組織「梟の樹を創る会」（前原弘一会長）の活動のひとつ、区内各所を梟像でつなぐ「梟の路」

計画の 5 ヵ所目となる梟像 3 体が設置されることになり、その除幕式が行なわれる。また同日、元池袋史

跡公園に設置されている「梟の樹」のクリスマスイルミネーション点灯式も行なわれる。（詳細：別紙） 
 
古代ギリシャ神話の女神アテネの鳥として信仰され、学問・芸術のシンボルとして親しまれている梟は、

雑司が谷鬼子母神の郷土玩具「すすきみみずく」や、池袋駅の待ち合わせスポット「いけふくろう」、西口

最大の祭り「ふくろ祭り」など、池袋の地名との語呂合わせから区のマスコット的な存在となっている。

そんな区に縁の深い梟をシンボルとして街の活性化を図ろうと、平成 14 年 2 月、池袋駅西口地区の住民・

商店会等のメンバーを中心に「梟の樹を創る会」が結成された。同会は、「池袋」の地名発祥の地である元

池袋史跡公園の「梟の樹」オブジェを起点に、区内の史跡やゆかりのある場所に梟像を配し、それをつな

ぐ「梟の路」（オウル・ロード）を区内に広げていく活動をスタート。 
14 年 3 月、区役所区長室前に第 1 号となる「梟たちの区長室」の設置を皮切りに、西口駅前のメトロポ

リタンシティ町会（第 2 号「招福の梟」）、池袋の鎮守である御嶽神社（第 3 号「御嶽神社の梟」）、立教通

り商店会（第 4 号「江戸川乱歩邸への路の梟」）と、これまでに 4 ヵ所に梟像を設置してきた。また、9
月には元池袋史跡公園内の「梟の樹」オブジェも完成、街の中の梟が少しずつ増えていくたびに、会の取

り組みが地域の中に浸透してきた。この「梟の路」計画、ゆくゆくはイロハニホヘト 48 文字に因み、一

体ごとにデザインが違う 48 の梟像を区内各所に設置しようという壮大なもの。48 体全部が完成するのは

何年先になるかはわからないが、ひとつひとつ増やしていく中で、地域の人たちの意識も変わり、当初は

遠大な計画過ぎて「できるのか」と当惑気味だったそうだが、最近では「ウチの方にも設置してほしい」

という声があがってきているという。同会の実行委員長を務める星川葭夫さんも「梟をつなぐ路を歩くこ

とによって、池袋の街並みを知ってもらうことにつながっていく」と、梟の路が着実に広がっていくこと

に、まちづくりの着実な手応えを感じている様子だ。 
そして 5 ヵ所目となるのが自由学園明日館。大正 10 年に羽仁吉一・もと子夫妻により創立された自由

学園の校舎として、旧帝国ホテルを設計したアメリカの建築家フランク・ロイド・ライトが設計した明日

館は、アメリカの草原住宅をイメージする低い軒高や、窓や家具に統一された特徴ある幾何学的なデザイ

ン等、ライトの作風を示す国内に現存する貴重なライト建築として、平成 9 年に国の重要文化財に指定。

保存修復工事を終え、使いながら保存するという、いわゆる動態保存文化財として平成 13 年から一般開

放、コンサートや結婚式、生涯学習の場として各種講座を開催するなど、地域の中に開かれた施設として

活用されている。 
その明日館に梟像をとの話が持ち上がったのが今年の春。明日館の存在をもっと地域の人々に知っても

らいたいと考えていた自由学園も、区内 48 ヵ所のひとつとして梟像が設置されることを快諾。そうした

話が進むうちに、どうせなら自由学園の生徒が梟像の製作をという話もまとまった。製作に携ったのは、

同学園男子部 64 回生（高等科 3 年）全員の 44 名。11 月に入ってから課外授業のひとつとして取り組み、

動物園に赴いての梟の写生から、粘土でのモデル製作、そして石像用に特別に切り出された大谷石の石彫

へと製作期間は約 3 週間。大谷石は明日館の随所にも使われており、同館建築の特徴でもある。短期間の

製作期間だったが、先週の 3 連休には、休日返上で追い込み作業も行なった。4 つのグループに分かれて

製作した石像は 4 体、うち 1 体は本校（東久留米）に置かれ、残り 3 体が明日館に設置されることとなっ

た。また、石像の台座には生徒達が国語の授業を通して創作した詩が掘り込まれる。3 体の梟像の銘と詩

文は以下の通り。 
・「明日館の梟」 詩：輝いて行け梟よ世を照らせ 
・「自由の梟」  詩：自由なる翼広げてはばたかん 闇夜をついて明日に向かいて 
・「学問の梟」  詩：豊島の明日を梟見守る 不動の姿にわれら学ばん 

 明日館では、「梟像ができることで、地元の方々により近しく思っていただけたら何よりです。動態保存

の文化財として活用していく上で、特に地元の皆さんに広く知っていただきたい、これがきっかけになれ

ば」と語っている。 

詳細：梟の樹を創る会 


